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予 算 決 算 委 員 会 会 議 録 

 

 

１  期    日 令和８年２月25日（水） 

 

２  会    場 全員協議会室 

 

３  開会時刻 午前９時37分 

４  閉会時刻 午前９時58分 

 

５  出 席 者 委 員 長  嶺岡慎悟 副委員長  松本 均 

 委 員  山本行男 委 員    窪野愛子 

 〃      藤澤恭子 〃       鈴木久裕 

 〃      勝川志保子 〃       富田まゆみ 

 〃      髙橋篤仁 〃       山田浩司 

 〃      石川紀子     〃       安田 彰 

 〃      鷲山記世     〃       堀内宏樹 

 〃      山田正彦     〃       小田つとむ 

 〃      杉山康弘     〃       塩﨑克彦 

 〃      山下浩章     〃       川上志満 

 事務局出席者  議事調査係  望月教代 

         当局出席者  こども希望部、人事・総務部 

 

６ 協議事項   

（１）分科会設置について 

→総務分科会、文教厚生分科会、環境産業分科会 ３分科会設置 

（２）議案送付について 

    →別添のとおり決定 

 

７ 審査事項 

  ・議案第44号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度掛川市一般会

計補正予算（第７号）について） 

・議案第45号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度掛川市一般会

計補正予算（第８号）について） 

 

８  会議の概要   別紙のとおり 

 

   以上のとおり、報告いたします。 

 

令和８年２月25日 

 掛川市議会議長 藤原 正光 様 

 

予算決算委員会委員長 嶺岡 慎悟 
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議 事 

午前９時３７分 開議 

○委員長（嶺岡慎悟） ただいまから予算決算委員会を開会いたします。 

 会議に入る前に、諸般の報告として数点申し上げます。 

 発言の際には、挙手の上、委員長の許可を得てから必ず自席のマイクのスイッチを入れて発言す

るようお願いします。 

 また、質疑においては、説明を求める場合、疑問点を明瞭に発言することとし、答弁も簡潔に分

かりやすくお願いし、一問一答でお願いいたします。議案に関係のない質疑や意見は控えていただ

きますようお願いします。 

 また、傍聴の申出がありましたので御報告申し上げます。 

 それでは、早速ですが、協議事項に入りたいと思います。 

  2の審査事項、 (1)分科会設置についてに入ります。 

 今定例会において本委員会へ付託された議案を審査するに当たり、予算決算委員会理事会で協議

された分科会設置について提案いたします。 

 分科会は、総務分科会、文教厚生分科会、環境産業分科会の 3つの分科会を設置します。 

 各分科会の正副主査は、本委員会運営要領第 3条第 1項第 1号の規定により、総務委員会、文教

厚生委員会、環境産業委員会の正副委員長といたします。 

 また、各分科会委員は、同じく第 3条第 1項第 2号の規定により、総務委員会、文教厚生委員会

及び環境産業委員会の各委員を充てることを提案いたします。 

 このことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） 御異議なしと認め、提案のとおり決定いたしました。 

 次に、 (2)議案送付についてに入ります。 

 本日、当委員会に付託されました議案は、議案第30号、令和 7年度掛川市一般会計補正予算（第 

9号）についてをはじめ12件であります。 

 予算決算委員会理事会の決定により、分科会へ送付する議案については、配付した議案送付先

（案）のとおり、各分科会へ送付し、審査を行いたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） 御異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

 それでは、分科会の審査は、本委員会終了後から、配付した令和 8年 2月市議会定例会日程のと
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おり実施するようお願いします。 

  1点報告いたします。 

 当局から、本日の委員会及び各分科会の説明資料の配付について申出があり、許可いたしました。

説明資料は委員会及び各分科会のフォルダへ掲載してありますので、御承知おきください。 

 それでは、続きまして、 3の審査事項に入りたいと思います。 

 議案第44号、専決処分の承認を求めることについて（令和 7年度掛川市一般会計補正予算（第 7

号）について）を議題といたします。 

 こども政策課の説明をお願いいたします。 

                  〔こども政策課説明〕 

○委員長（嶺岡慎悟） ただいまの説明に対する質疑をお願いします。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） 今の御説明で、現在 1万 6,520人分が完了ということでしたが、最終的に

はこの補正予算を組むことで何人に支給されることになるんでしょうか。 

○委員長（嶺岡慎悟） 荒木こども政策課長。 

○こども政策課長（荒木良和） 当初、予算を組ませてもらうに当たって、見込みとしまして 1万 

8,752人を予定しております。 

○委員（勝川志保子）  1万 8,000人。 

○こども政策課長（荒木良和）  1万 8,752人です。 

○委員長（嶺岡慎悟） 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） ここの部分の支給完了はどのくらいで終わる予定で、期限がありましたよ

ね、確か申請の期限があって、その振込の完了する予定はどのくらいになりますかね。 

○委員長（嶺岡慎悟） 荒木こども政策課長。 

○こども政策課長（荒木良和） この手当の対象につきましては、 3月31日までに生まれた子が対

象になるものですから、 3月31日までに生まれた子について、出生後に申請をしていただいて振込

ということになりますので、新年度になってからできるだけ早いタイミングでの支給完了を想定し

ております。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） そうすると、今この補正で組んでいるものが 1万 8,752人で、 3月31日は

まだなので、また再補正みたいな形にはならない。全部国の予算なのであれですけれども、完了と
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いうのは 4月以降なるわけですよね。 

○委員長（嶺岡慎悟） こども政策課長。 

○こども政策課長（荒木良和） 先ほども申し上げたとおり、 3月31日までに生まれた子が対象に

なる関係上、どうしても今年度いっぱいでの給付完了というのが難しいものですから、専決いただ

きました補正予算につきまして一部を明許繰越しという形で予算を繰越しさせてもらって、新年度

になってから支給をし、早期に給付完了という形にしたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほかございますか。 

 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） 説明でよく分かりました。 

 他市町も同じような状況か伺います。 

○委員長（嶺岡慎悟） 荒木こども政策課長。 

○こども政策課長（荒木良和） 近隣市町につきましては、おおむね同じような状況で支給してい

ると聞いております。一部繰越し対応が多い市町もあるとは聞いておりますが、おおむねどこも似

たような形で進んでいると承知しております。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか質問ありますか。よろしいですか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） では、以上で質疑を終結します。 

 質疑が終わりましたので、ここで委員間討議をお願いします。意見のある方はお願いします。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） よろしいですか。 

 では、討論はありませんか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） では、以上で討論を終わります。 

 それでは、採決に入ります。 

 議案第44号、専決処分の承認を求めることについて（令和 7年度掛川市一般会計補正予算（第 7

号）について）、承認することに賛成の方の挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（嶺岡慎悟） 手を下ろしてください。 

 議案第44号については、全会一致にて承認すべきものと決定いたしました。 
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 それでは、続いて、議案第45号、専決処分の承認を求めることについて（令和 7年度掛川市一般

会計補正予算（第 8号）について）を議題といたします。 

 それでは、行政課の説明をお願いします。 

                  〔行政課説明〕 

○委員長（嶺岡慎悟） では、ただいまの説明に対する質疑をお願いします。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） 補正予算を見ていますと、いろんな選挙のところの費用が割と予算よりも

執行すると少し少なめになるというような感じかなと、市長選とか市議選とか県議選とかいろんな

選挙を見ると思うんですけれども、今回の場合はそういういろんな費用がかかってほぼほぼ使い切

る形になったというふうに考えていいですかね。 

○委員長（嶺岡慎悟） 熊切行政課長。 

○行政課長（熊切紀和） 今回の選挙は国政選挙ですので、選挙費委託金として国からの歳入があ

ります。予算に不足が生じないよう、前回の同選挙を参考に余裕をもった予算措置をしています。 

○委員長（嶺岡慎悟） 富田委員。 

○委員（富田まゆみ） 今開票の際の読取分類機の御説明がありましたが、これは今回初めての活

用だったのか、活用によってどれくらいの時間短縮ができたのかを教えてください。 

○委員長（嶺岡慎悟） 熊切行政課長。 

○行政課長（熊切紀和） 読取分類機、投票用紙自動交付機につきましては、以前から使ってお

ります。今回は老朽化した投票用紙自動交付機について、国庫補助が９分の５あることから更新さ

せていただきました。 

 開票時間につきましては、おおむね前回と同じ24時10分に終了。読取分類機により１時間以上の

時間短縮になっています。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほか質問ありますか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 今頂いた資料の中で、計数機、交付機の点検手数料なんですけれども、これ

どういう単価で計算するのか教えてください。 

○委員長（嶺岡慎悟） 熊切行政課長。 

○行政課長（熊切紀和） この機械は特殊な機器となりますので、単価というよりも業者が提示し

てきた金額を点検手数料として支払っています。 

○委員長（嶺岡慎悟） 鈴木委員。 
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○委員（鈴木久裕） ちなみに何台ぐらい。 

○委員長（嶺岡慎悟） 熊切行政課長。 

○行政課長（熊切紀和） 今回は30台ほど点検してもらいました。 

○委員長（嶺岡慎悟） よろしいですか。 

○委員（鈴木久裕） いや、30台は言い値で結構するね、 5万円以上するということですよね。業

者は 1社しかいないということですか。 

○委員長（嶺岡慎悟） 熊切行政課長。 

○行政課長（熊切紀和） 業者については数社ありますが、今回の点検については時間的余裕もな

いことから機器を購入した業者に依頼しました。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほかはよろしいですか。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） すみません、 1点。 

 年度末の大変な時期の選挙で、職員の皆さんも大変だったと思うんですが、この時間外手当と従

事者手当のところで 2,000万円以上もかかっているんですよね。職員の皆さん自体は休日出勤にも

なると思うんですけれども、ここについては対等にと言ったら変だけれども、代休がある形での選

挙事務従事になったのか。また管理職の方も結構投票所のところで見受けられたので、そうじゃな

くて休日出勤したよという、もうお休みがない状態で次の日もということになっているのか、ちょ

っと確認をさせてください。 

○委員長（嶺岡慎悟） 熊切行政課長。 

○行政課長（熊切紀和） 選挙の準備及び期日前投票期間については、一般職は時間外手当、管理

職については振替休暇になります。投票日当日は、従事者に対して選挙手当を支給しています。 

○委員長（嶺岡慎悟） そのほかよろしいですか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） それでは、質疑が終わりましたので、ここで委員間討議をお願いします。

意見のある方はお願いします。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） よろしいですか。 

 それでは、討論に入りたいと思いますが、討論はありませんか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（嶺岡慎悟） 以上で討論を終わります。 
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 それでは、採決に入ります。 

 議案第45号、専決処分の承認を求めることについて（令和 7年度掛川市一般会計補正予算（第 8

号）について）、承認することに賛成の方の挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（嶺岡慎悟） 手をお下げください。 

 議案第45号につきましては、全会一致にて承認すべきものと決定しました。 

 以上で本日の審査事項は終了しました。 

 引き続き、各分科会及び各委員会の開催となります。 

 会場は、総務委員会は第 3委員会室、環境産業委員会は第 2委員会室、文教厚生委員会は全員協

議会室です。準備ができ次第、開始していただければと思います。 

 以上で予算決算委員会を終了いたします。 

午前９時５８分 散会 

 


